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伊賀市社協ホームページをリニューアルしました！



ぼく、三重県伊賀市の観光
大使、いが☆グリオだぐりよ♪
伊賀市に住んでいる小学校
３年生として、だいすきな
伊賀のふくしのこと、もっと
知りたいぐりっ★
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＊

＊

＊

＊＊
＊

そうなんです！グリオくんのように、まずはたくさんの人に、ひきこもりに
ついて知ってもらうことが大切だと考え、「ひきこもりサポーター養成講座」
を開催することにしました。興味のある方はどなたでも参加できますので、
ぜひたくさんの人に受講してもらいたいです。

身近なご家族のサポートはもちろん大切ですが、地域にご本人が少しでも安心
して過ごせる居場所をつくっていくために、まずはご本人の理解者となり、寄
り添ってくれる人が増えるといいなと思います。

その 43     「ひきこもりサポーターってどんな人ぐり？」の巻  

    今月お答えするのは

くらし支援課の、寺田浩和
です。くらしのお困りごと
があれば、お気軽にご相談
くださいね！

グリオ君、ひきこもりについて考えてくれたんだね。単に「怠けているだけ」
だと思われたり、なかなか理解されにくいこともあります。
ひきこもりに至る背景には、いじめやリストラなどひとりひとり違って、個
人の責任を超えた社会全体の課題と言われているんですよ。
推計によると、伊賀市でも800人から1,000人ほどひきこもり状態の方がい
て、伊賀市の人口の約１％となります。この数字からも、ひきこもりは個人
の問題ではなく、社会の課題であることがわかってきました。

そうぐりか！ まずは、正しく知ることが大事だぐりね！
ひきこもりサポーターには、どんな役割があるぐりか？

そうなんだぐりね。まだまだ、知らないことがいっぱいあるぐり。
こんど、社協でひきこもりの勉強会をするって聞いたぐりよ☆

全国で 110万人くらい、ひきこもりの人がいるって聞いたけれど、
どうしてひきこもりの状態になっちゃうのか、気になるぐりよ。

ひきこもりサポーターについてますます興味がわいてきたぐり。
僕にも何ができるか、養成講座に参加して一緒に考えてみたいぐり！

■ ひきこもりって？
様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む
就学、非常勤職を含む就労、家庭外での交遊など）を
回避し、原則的には 6ヵ月以上にわたっておおむね家
庭にとどまり続けている状態のこと（厚生労働省）

 No.188 11 月号　2

伊賀市
ひきこもり
サポーター
養成講座

■受講対象／伊賀市在住の方
■申込方法／11月20日(土)までに、申
込専用フォームまたは電話・FAX・メ
ールで、住所・氏名・電話番号・メー
ルアドレス・受講方法（会場か
zoom）・情報保障の希望・受講回を
お知らせください。

■共催／伊賀市、伊賀市社会福祉協議会　■後援／三重県、三重県社会福祉協議会、三重オレンジの会　

定員／会場30名
オンライン50名
※定員になり次第締切

参加費
無 料

市民ふくし
大学講座 基礎講座 専門講座

いが見守り
支援員◇この講習は、市民ふくし大学講座 専門講座です。

伊賀市社会福祉協議会 地域支援課 
☎21-1112／FAX21-8123／メールchu-ken@hanzou.or.jp

お申し込み
・連絡先

「ひきこもり」とは、「一定期間以
上社会参加のない状態」とされてい
ます。この20年あまりの間で、ひき
こもりは「個人の問題ではなく社会
課題である」「個人の責任を超え
た、学生時代のいじめや仕事のリス
トラ等の外的要因による発現」であ
ることが示されました。
しかし、世間では原因や背景、早期
支援の必要性といった理解は進ま
ず、依然として個人や家族の問題と
して見られています。
ひきこもりについて正しく理解し、
ひとりひとりが地域の中で何ができ
るのかを一緒に考えてみませんか。

 講演『ひきこもりってなんだろう？』
　　　講師／ノートルダム清心女子大学 准教授 中井俊雄さん
伊賀市および県内の活動紹介 
　　　報告者／伊賀市・伊賀市社協・三重オレンジの会　
　　　コメンテーター／中井俊雄さん

本人・家族の思いを知ろう
～こんなふうに接してくれたら安心できる～
　　　事例提供／三重オレンジの会

 グループワーク   ｢安心できる居場所ってどんなところ？』
               ～サポーターとして地域でできること～
　　　ファシリテーター／ノートルダム清心女子大学 准教授 中井俊雄さん

ひきこもりサポーターガイダンス 

12月11日 土
13:00～16:00

12月18日 土
13:00～16:00

第１回
公開講座

第２回

オンライン
受講可

事前申込
必 要

Zoomオンライン視聴および会場受講
（会場／大山田福祉センターふれあい広場）
※可能な方は、Zoomでご参加ください。

見聞きし、考え、気づく
と動きたくなります。ま
ずは知って考えることが
大切だと思います！
伊賀のみなさん、一緒に
ひきこもりについて考え
ましょう。

講師からのメッセージ

▶

申込専用
　フォーム

★２回目のみの受講は不可。２回受講者には、終了証を発行します。
　さらに、身近な地域での見守り活動や居場所での支援などに継続的に
活動できる方は、レポート・登録書の提出により、ひきこもりサポー
ターとして登録できます。
★２回通して受講される方を優先させていただきます。
★ネット環境が整わない方は、個別に対応しますのでご相談ください。
★新型コロナウィルス感染症拡大により、中止および開催手法・時間・内
容を変更する場合があります。

❶社会的孤立
（孤独）
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伊賀市
ひきこもり
サポーター
養成講座

■受講対象／伊賀市在住の方
■申込方法／11月20日(土)までに、申
込専用フォームまたは電話・FAX・メ
ールで、住所・氏名・電話番号・メー
ルアドレス・受講方法（会場か
zoom）・情報保障の希望・受講回を
お知らせください。

■共催／伊賀市、伊賀市社会福祉協議会　■後援／三重県、三重県社会福祉協議会、三重オレンジの会　

定員／会場30名
オンライン50名
※定員になり次第締切

参加費
無 料

市民ふくし
大学講座 基礎講座 専門講座

いが見守り
支援員◇この講習は、市民ふくし大学講座 専門講座です。

伊賀市社会福祉協議会 地域支援課 
☎21-1112／FAX21-8123／メールchu-ken@hanzou.or.jp

お申し込み
・連絡先

「ひきこもり」とは、「一定期間以
上社会参加のない状態」とされてい
ます。この20年あまりの間で、ひき
こもりは「個人の問題ではなく社会
課題である」「個人の責任を超え
た、学生時代のいじめや仕事のリス
トラ等の外的要因による発現」であ
ることが示されました。
しかし、世間では原因や背景、早期
支援の必要性といった理解は進ま
ず、依然として個人や家族の問題と
して見られています。
ひきこもりについて正しく理解し、
ひとりひとりが地域の中で何ができ
るのかを一緒に考えてみませんか。

 講演『ひきこもりってなんだろう？』
　　　講師／ノートルダム清心女子大学 准教授 中井俊雄さん
伊賀市および県内の活動紹介 
　　　報告者／伊賀市・伊賀市社協・三重オレンジの会　
　　　コメンテーター／中井俊雄さん

本人・家族の思いを知ろう
～こんなふうに接してくれたら安心できる～
　　　事例提供／三重オレンジの会

 グループワーク   ｢安心できる居場所ってどんなところ？』
               ～サポーターとして地域でできること～
　　　ファシリテーター／ノートルダム清心女子大学 准教授 中井俊雄さん

ひきこもりサポーターガイダンス 

12月11日 土
13:00～16:00

12月18日 土
13:00～16:00

第１回
公開講座

第２回

オンライン
受講可

事前申込
必 要

Zoomオンライン視聴および会場受講
（会場／大山田福祉センターふれあい広場）
※可能な方は、Zoomでご参加ください。

見聞きし、考え、気づく
と動きたくなります。ま
ずは知って考えることが
大切だと思います！
伊賀のみなさん、一緒に
ひきこもりについて考え
ましょう。

講師からのメッセージ

▶

申込専用
　フォーム

★２回目のみの受講は不可。２回受講者には、終了証を発行します。
　さらに、身近な地域での見守り活動や居場所での支援などに継続的に
活動できる方は、レポート・登録書の提出により、ひきこもりサポー
ターとして登録できます。
★２回通して受講される方を優先させていただきます。
★ネット環境が整わない方は、個別に対応しますのでご相談ください。
★新型コロナウィルス感染症拡大により、中止および開催手法・時間・内
容を変更する場合があります。

❶社会的孤立
（孤独）
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子 ど も の 貧 困
～三重県の子どもたちは今…～

●申込方法／11月19日(金)までに、下記までお申し込みください。メールでのお申込みは、件名を「くらしあんしん講座」
　　　　　　とし、開催日・参加方法・名前・電話番号・参加人数を記入の上、送信してください。
●注意事項／ パブリック ・ビューイング 会場には、講師は来場しません。

　新型コロナウイルス 感染症の感染状況により、中止となる場合がございます。

定員／会場40名
オンライン70名
※定員になり次第締切

参加費
無 料

生活協同組合コープみえ　組織活動推進課
TEL：059-271-8503　メール：soshiki@coop-mie.jp

お申し込み
・連絡先

伊賀市では、子育て中の約４世帯に１世帯が
生活困難層であると推定されています。
第４次伊賀市地域福祉活動計画では、食事や
教育機会、生活必需品、愛情など、必要な環境
を得ることができない子どもたちがいること
への解決に向けて、取り組みをはじめています。
『三重県の子ども食堂』の活動を通して、核
家族やコロナ禍で子どもを取り巻く環境を知
り、地域でできることを考えてみませんか。

11月24日 水
13:30～15:00

会場およびZoomオンライン視聴
会場／伊賀市総合福祉会館
パブリックビューイング会場／コープみえ伊賀センター

▶

申込専用
　フォーム

コープみえ「くらしあんしん講座」・伊賀市社会福祉協議会 共催

NPO法人 太陽の家  理事長　対馬 あさみさん
（三重県子ども食堂ネットワーク代表）講師

メール作成
画面はこちら▶

10子どもの貧困

❾生活困窮
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へ
の
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松
村
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
）
　今
の
職
業
・
職
場
に

就
か
れ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

中
野
　以
前
は
民
間
企
業
に
勤
め
て
お
り
、

そ
の
後
公
務
員
を
経
験
し
た
上
で
、
求
人
広

告
を
み
て
、
温
か
さ
の
あ
る
現
在
の
職
場
を

選
び
ま
し
た
。

藤
岡
　私
は
２
年
半
程
事
務
職
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
20
代
の
こ
ろ
通
っ
て
い
た
陶
芸
教

室
で
の
自
閉
症
の
方
と
の
出
会
い
が
き
っ
か

け
で
、
福
祉
を
身
近
に
感
じ
、
す
ぐ
に
職
場

説
明
会
を
探
し
ま
し
た
。

中
村
　私
は
飲
食
業
関
係
で
働
い
て
い
た
の

で
す
が
、
転
機
が
あ
り
、
資
格
も
な
く
ど
う

し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
時
に
、
福
祉
の
現

場
で
楽
し
そ
う
に
働
く
妹
の
姿
を
見
て
、
応

募
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

松
村
　
高
齢
や
児
童
分
野
で
は
、
介
護
福
祉

士
や
保
育
士
等
の
資
格
が
必
要
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
障
が
い
者
分
野
で
は
専
門
職
以

外
、
必
ず
必
要
と
い
う
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
中
途
入
社
や
異
な

る
分
野
か
ら
就
職
し
や
す
い
の
も
特
徴
で
す
。

■
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
？

松
村
　
み
な
さ
ん
も
仕
事
で
つ
ま
ず
く
こ
と

や
葛
藤
の
日
々
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
理
由
は
？

中
野
　福
祉
業
界
に
飛
び
込
ん
で
よ
か
っ
た

点
は
、
今
ま
で
の
生
活
環
境
と
違
い
、
充
実

し
た
生
活
が
お
く
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
こ

と
で
自
分
自
身
満
足
感
も
得
ら
れ
、
そ
の
分

良
い
仕
事
も
出
来
ま
す
。
数
年
先
も
、
こ
の
仕

事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
た
い
で
す
。

中
村
　
入
社
し
た
頃
は
何
も
わ
か
ら
ず
、
こ

の
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
か
不
安
で
し
た
。

利
用
者
の
方
と
長
く
深
く
か
か
わ
る
の
で
、

時
に
は
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
感
謝
の

言
葉
を
返
し
て
く
れ
た
り
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
り
す
る
こ
と
が
、
喜
び
と
し
て
返
っ
て

き
ま
す
。

藤
岡
　訳
も
分
か
ら
ず
福
祉
の
職
場
に
飛
び

込
み
、
問
題
が
解
決
で
き
ず
に
先
輩
や
上
司

に
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
振

り
返
る
と
、
幾
度
と
な
く
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
と
い
う
場
面
が
あ
り
、
そ
の
た
び
に
続
け

て
い
け
る
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
人
と
人
の

関
わ
り
の
中
で
、
話
を
す
る
こ
と
で
近
づ
い

た
り
寄
り
添
っ
た
り
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ

き
る
と
思
い
ま
す
。

■
福
祉
の
職
場
環
境
は
？

松
村
　
福
祉
の
仕
事
は
、
昔
か
ら
「
３
Ｋ
」

と
い
う
言
葉
で
評
価
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

各
法
人
の
働
き
方
改
革
や
、
職
場
の
環
境
等

紹
介
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

中
野
　月
１
回
有
給
取
得
で
き
、
残
業
も
な

く
、
土
日
祝
日
は
休
み
と
い
う
環
境
で
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
も
し
や
す
い
。
ま
た
、
職

員
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
の
仕
事
を
認
め
合
い
、

そ
の
こ
と
で
職
員
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良

く
な
り
ま
し
た
。

中
村
　
現
場
は
忙
し
い
で
す
が
、
順
番
に
有

給
も
取
得
し
、
残
業
代
も
働
い
た
対
価
と
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
環
境
の
中

で
頑
張
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

支
援
方
法
を
変
え
て
利
用
者
の
方
々
も
満
足

感
が
得
ら
れ
る
の
と
、
職
員
に
も
時
間
と
心

の
余
裕
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

藤
岡
　３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
く
て
、

清
掃
や
片
付
け
な
ど
綺
麗
な
場
所
で
快
適
に

過
ご
す
こ
と
を
職
員
全
員
で
意
識
し
て
い
ま

す
。
休
憩
時
間
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

も
良
い
支
援
に
つ
な
が
る
と
捉
え
、
し
っ
か

り
体
を
休
め
、
余
裕
を
も
て
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

「伊賀市社会福祉法人連絡会」は、市内15法人が
連携し、地域課題の解決に向けて取り組んでい
ます。今回、市内３法人の障がい者福祉分野で
特にこれからの次世代を担っていくスタッフの
声をご紹介します。
今後もシリーズで分野を変えて、私たちの仕事
に対する思いを広く発信したいと思います。

中野 暢介さん
福）伊賀昴会
施設名／太陽作業所・
プレイヤード作業所・
相談支援事業所すばる
役職／常務理事・管理者
経験年数／ 11年

中村 倫さん
福 )伊賀市社会事業協会
施設名／身体障害者支援
施設梨丘園
役職／サービス管理責任者
経験年数／ 14年

藤岡 絵都子さん
福）維雅幸育会
施設名／ふっくりあハウン
役職／副所長
経験年数／ 23年

　
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　
副
会
長 

松
村 

浩

　（
維
雅
幸
育
会
）

　
障
が
い
分
野
の
仕
事
は
、
そ
の
方
の
人

生
の
長
く
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、
あ
る
意

味
「
人
生
の
一
番
近
い
と
こ
ろ
に
い
る
存

在
」
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
が
こ

の
仕
事
に
就
い
て
35
年
以
上
が
経
ち
ま
す

が
、
今
は
働
き
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
求
め
ら

れ
る
レ
ベ
ル
は
高
く
は
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
補
う
だ
け
の
資
格
取
得
支
援
や
、

研
修
制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
伊
賀
の
地
で
必
要
と
さ
れ
る
、
貢

献
で
き
る
、
や
り
が
い
あ
る
職
場
で
一
緒

に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

障がい福祉分野で活躍するスタッフ

第１回障がい分野

第１回障がい分野

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
よ
り

伊賀市社会福祉法人連絡会

「福祉のしごと
魅力の再発見」
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とき  
令和２年  11月3日  火・祝 
　　  10:00～15:30
　　　　 ( 受付 9:30～）

     申込・問い合わせ先　 伊賀市社会福祉法人連絡会事務局（伊賀市社会福祉協議会本部）☎ (0595)21-5866
　       

伊
賀
市

社会
福祉法人連絡会
主
催

フード
パントリー

●上記場所での受け取りが困難な場合は、配達することも可能です。下記までお問い合わせください●

新型コロナウイルスの影響により、
収入が減少している子育て世帯等対象

申込専用フォームまたは電話で申し込み申込

11 月1日（月）～11月 25日 (木)
※土日祝除く、8:30～17:00 まで

申込
期間

特別養護老人ホーム森の里 （腰山1135）
ふっくりあ （緑ケ丘南町3948-16）
盲養護老人ホーム梨ノ木園 （朝屋 734-1）
特別養護老人ホームぬくもり園 （馬場600）
プレイヤード作業所 （久米町166-1）
特別養護老人ホーム彩四季 （市部奥山2611-5）
特別養護老人ホームさわやか園 （山出字金坪2220-10）

おおぞら （高畑 784-2）
養護老人ホームこうふう苑  （四十九町 1870-8）
いが児童発達支援センターれいあろは （土橋178-1）
工房楽々あやま多機能型事業所 （馬田1473）
特別養護老人ホームゆめが丘鶴寿園 （ゆめが丘2丁目1-3）
サービス付高齢者向け住宅 笑みの森 （阿保245-1）
伊賀市社会福祉協議会 本部 （平野山之下380-5）

12月16日 木 ・17日 金 受取日

申込専用
フォーム
▼

要予約フードパントリー（食糧•日用品の配布）フードパントリー（食糧•日用品の配布）

もったいない・・・を
ありがとう に。

受取場所 (順不同 )

❽新型コロナ ❾生活困窮 10子どもの貧困

子 ど も の 貧 困
～三重県の子どもたちは今…～

●申込方法／11月19日(金)までに、下記までお申し込みください。メールでのお申込みは、件名を「くらしあんしん講座」
　　　　　　とし、開催日・参加方法・名前・電話番号・参加人数を記入の上、送信してください。
●注意事項／ パブリック ・ビューイング 会場には、講師は来場しません。

　新型コロナウイルス 感染症の感染状況により、中止となる場合がございます。

定員／会場40名
オンライン70名
※定員になり次第締切

参加費
無 料

生活協同組合コープみえ　組織活動推進課
TEL：059-271-8503　メール：soshiki@coop-mie.jp

お申し込み
・連絡先

伊賀市では、子育て中の約４世帯に１世帯が
生活困難層であると推定されています。
第４次伊賀市地域福祉活動計画では、食事や
教育機会、生活必需品、愛情など、必要な環境
を得ることができない子どもたちがいること
への解決に向けて、取り組みをはじめています。
『三重県の子ども食堂』の活動を通して、核
家族やコロナ禍で子どもを取り巻く環境を知
り、地域でできることを考えてみませんか。

11月24日 水
13:30～15:00

会場およびZoomオンライン視聴
会場／伊賀市総合福祉会館
パブリックビューイング会場／コープみえ伊賀センター

▶

申込専用
　フォーム

コープみえ「くらしあんしん講座」・伊賀市社会福祉協議会 共催

NPO法人 太陽の家  理事長　対馬 あさみさん
（三重県子ども食堂ネットワーク代表）講師

メール作成
画面はこちら▶

10子どもの貧困

❾生活困窮



　
一
般
募
金
は
、
戸
別
募
金
・
法
人
募
金
・

職
域
募
金
の
ほ
か
、
市
役
所
、
社
協
本
部
お

よ
び
地
域
セ
ン
タ
ー
、
商
業
施
設
、
学
校
等

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
伊
賀
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　
　
　
21
ー
５
８
６
６

　

見
守
り
支
援
・
孤
立
防
止
支
援
な
ど
、

住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
と
な
る
一
方
で
、
情
報
共
有
の
あ

り
方
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で

の
見
守
り
活
動
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護

と
利
活
用
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
個
人
情
報
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
共
催
】
伊
賀
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会 

　
／
三
重
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
伊
賀

　
ブ
ロ
ッ
ク
／
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
日
時
】 

令
和
３
年
12
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
伊
賀
市
文
化
会
館
さ
ま
ざ
ま
ホ
ー
ル

　
（
西
明
寺
３
２
４
０
ー
２
）

【
募
集
人
数
】
１
０
０
名
（
要
申
込
）

※
こ
の
研
修
会
は
、
三
重
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会 

伊
賀
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

【
講
師
】
弁
護
士

　
岡
本 

正
さ
ん

　
（
銀
座
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
法
律
事
務
所
／

岩
手
大
学
地
域
防

災
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
伊
賀
市
社
協 

企
画
調
整
課　
　
21
ー
５
８
６
６

　
10
月
１
日
よ
り
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
伊
賀
市
共
同
募

金
委
員
会
で
は
12
月
31
日
ま
で
、「
一
般
募

金
」
と
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
街
頭
募
金
を
中
止
し
、

伊
賀
市
総
合
福
祉
会
館
に
て
開
始
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
社
協
、
福
祉
施
設
、

地
域
福
祉
団
体
等
に
配
分
し
、
ふ
れ
あ
い・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
地
域
食
堂
な
ど
の
居

場
所
づ
く
り
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
生
活
の
困
り
ご
と
を
抱
え

て
い
る
方
へ
の
支
援
な
ど
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
活
か
さ
れ
ま
す
。

いが若者サポートステーション

☎＆FAX／0595-22-0039 　　 
　　iga-saposute@npo-en.or.jp
伊賀市上野丸之内500 ハイトピア伊賀３階
■開所日／月～金 9:00～17:00  (土日祝・年末年始は休み)

若者の職業的自立のための総合相談窓口

ハローワーク伊賀 出張相談日
11月16日 火 13:00～16:00

就職相談
各種講座
♥♥♥♥
♥♥♥♥

利用無料
要予約働きたい悩みを抱えている人と

　　 その家族を支援しています。

15～49歳までの、

無料パソコン講座
【ワード】 11月17日（水）/19日（金）
　　時間  13:00～15:30
【エクセル】 11月22日（月）/24日（水）/26日（金）
　　時間  13:00～16:00

仕事に
いかせる

‼

▶26歳女性。大卒後の就職活動が上手く
いかず自信をなくし、家族の勧めでサポス
テに来所。２年あまり相談や就労体験・各種
講座に参加し、自信を回復した。その後、
製造業にパートとして入社し、継続中。

利 用 事 例 の 紹 介

 No.188 11 月号　6

地
域
で
の
見
守
り
活
動
に
お
け
る

個
人
情
報
保
護
と
利
活
用

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
開
始
式

（
伊
賀
市
共
同
募
金
委
員
会
）

●令和３年度 第２期講習 !!
●定員30名(定員になり次第締切)

◆日　時／令和３年 11 月13日（土）・14日（日）8:30～17:30  ※２日間通して受講が必要
◆場　所／いがまち保健福祉センター「愛の里」（伊賀市愛田 513）
◆受講料（資料代を含む）／伊賀市・名張市在住在勤の方 10,000 円
　　　　　　　　 　　　その他の方 12,000 円
◆申込・問い合わせ先／いが移動送迎連絡会事務局（伊賀市社協内）
　　　　　　　　 　　　☎21-5866・FAX26-0002
　※申込用紙は伊賀市社協各地域センターで配布または FAXで送付
　　伊賀市社協HPからダウンロード可 ▼http://www.hanzou.or.jp/
※新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、延期する場合があります。

「移動・送迎サービス運転協力者講習」及び 
「セダン講習」受講者募集！！

国土交
通

大臣認
定

❻移動困難
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伊賀市共同募金委員会 ( 伊賀市社協内 ) ☎21-5866♥協力店舗募集中♥

募金百貨店協力企業・店舗の一部ご紹介
▼募金百貨店の募金は、地域の居場所づくりのために活用されます。

 住 上野小玉町 3130
 ☎ 21-1173
 営 ８:00～20:00
 休 毎週木曜日

「ぜんざい・忍者ぜんざい」
1 個売り上げにつき
10 円を寄付
（税込 680 円）

老舗茶屋の”ぜんざい”と
冷たいぜんざいに
抹茶そふとをのせた
”忍者ぜんざい”で
一服してだぁ～こ

 住  土橋 655
 ☎  24-0725
 営  24 時間対応可
 休  年中無休

「PR動画の制作」（企業
・商品・サービス等紹介）

TV•CM制作、広告代理店業務、
PC修理・メンテナンス
などをしています。
PR動画の制作を通して
企業様の発展に寄与し、
社会貢献したいです！1 動画作成につき

3％を寄付
（税込 30,000円～）

「鬼盛りジョッキ」

東日本大震災の被災地支援に
協力しています。
伊賀市の食を通した
地域の居場所づくりに
貢献したいです。1 杯売り上げにつき

50 円を寄付
（税込 1,100 円）

 住  馬田 1466-1
 ☎  43-2555
 営  ☀11:00 ～ 14:00
　　　17:00 ～ 21:30
 休  毎週水・木曜日

「個人印鑑」
　　　　創業1899年のはんこ屋。
日本文化のはんこ手彫り吉相印は、

篆刻、刻字作家の技術が
息づいています。1 本売り上げにつき

100 円を寄付
（税込 5,500 円～）

 住  上野新町 2765
 ☎  21-0663
 営  平日9:00～18:30
　　土日祝10:00～18:00
 休  年中無休

（株）サンセリテ

募金百貨店プロジェクトは、
企業、地域住民、共同募金の
３者の Win-Win-Win の関
係構築を図りつつ、企業の商
品やサービスを通して地域貢
献に繋げる取り組みです。

  伊賀市社会福祉協議会のロゴができました。

　このたびのホーム
ページのリニューアル
にあわせて、伊賀市社
協のロゴができました。
　生活上の課題解決の
シンボルとしての手裏
剣を中央に据えた紋様風のデザインです。
　これまで培ってきた組織文化や経験、実績に加
え、日々変動する状況に応じて、先駆的な取り組
みを展開し続ける姿勢を手裏剣 = 光として表現し
ています。
　また、一人ひとりの住民自身の課題が解決され
ることにより、人生や夢が開花する様子や、複数
の個人や組織を福祉の輪で繋ぎ合わせていくこと
も意味しています。

  伊賀市社協ホームページをリニューアルしました

みなさまに、地域の課題をよりよく知っていただ
けるよう、伊賀市社協のホームページをリニュー
アルしました。
今後も内容の充実を図るとともに、地域福祉
情報をわかりやすく発信してまいりますので、ぜ
ひご覧ください。

伊賀市社協



   ま ち だ 　 せ い  じ 　

町田 盛次さん（73 歳）
柘植地域まちづくり協議会 会長

  上野地区いきいきサロン交流会
   開催場所／伊賀市総合福祉会館
　　　　　　古山地区市民センター
　　　　　　神戸地区市民センター

 

●この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。  No.188 11 月号　8

編
集
後
記

　７月 28 日と 31 日に上野地域ふれあい・いきいきサロン交流
会を開催しました。28 日は社協本部（伊賀市総合福祉会館）と
古山地区市民センター、31 日は社協本部と神戸地区市民センター
を、オンライン会議アプリ ZOOM を活用してつなぎ、合計 39
か所のサロンから参加がありました。
　交流会では、「高瀬ゑびす会」と「いきいきサロン長田」のコ
ロナ禍でのサロン活動の様子を地域福祉コーディネーターが動画
撮影し、上映しました。「高瀬ゑびす会」では、みんなで黙って
できる写経や、お弁当を持ち帰りにしていること、家で取り組め
る脳トレプリントの配布などが紹介されました。「いきいきサロ
ン長田」では、スタッフが話し合いを重ね、参加者への見守り訪
問を行ったことの報告がありました。
　情報交換では、コロナ禍でどのような工夫をしてサロンを開催
するかへの質問が積極的に行われ、ボランティア同士がつながる
有意義な時間を過ごすことができました。

〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)5866 ／ FAX0595(26)0002
〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)1112／ FAX0595(21)8123
〒519-1413　愛田 513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
☎0595(45)1012／ FAX0595(45)1050
〒519-1711　島ヶ原 4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
☎0595(59)3132／ FAX0595(59)3145
〒518-1313　馬場 1128番地の 1 阿山保健福祉センター
☎0595(43)1854／ FAX0595(43)1577
〒518-1422　平田 656番地の 1 大山田福祉センター
☎0595(47)0780／ FAX0595(46)1165
〒518-0226　阿保 1988の 1番地 青山福祉センター
☎0595(52)2999／ FAX0595(52)3555

編集・発行　

上　野

いがまち

島ヶ原

阿　山

大山田

青　山

地
域
セ
ン
タ
ー

本　部

No.174

88,948人	 (－53人)
29,663人	 (＋16人)	
    33.4％	 (＋0.1％)
15,519人	 (−54人)
    17.5％	 (＋0.1％)
  6,234人	 (＋44人)

数字で見る伊賀市の福祉	 令和３年8月末現在 (前月比)

伊
賀
市
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
第
４
次
伊
賀

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
12
の
重

点
課
題
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
よ
り
詳
し
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
さ

ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
て

い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ま
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

No.183

●活動を始めたきっかけ
　22 歳で畳会社を創業し、「事業活動を通じて希望のもてる地域
社会をつくる」をモットーに経営し、平成元年からは総合建設業
を設立し、子どもたちに引き継ぎました。更生保護やボランティ
ア活動に取り組むなか、地域活動にも携わるようになり、今年４
月より柘植地域まちづくり協議会会長に就任しました。
●活動内容
　今年度から、柘植地域のまちづくりビジョンで掲げた『未来の山
づくり』に取り組んでいます。霊山の中腹に桜を植樹し、「桜の山」
として整備する計画で、桜の下にはミツマタを植栽し、高級和紙原
料として育成し、「治山・治水」の観点からも防災に資する事業です。
また「こんにゃく」や「よもぎ」などを栽培・加工・販売する特産
品創出事業もすすめています。
●今後の抱負
　高齢になっても元気に活動できる地域、若い人が夢と希望をもち、
安心して子どもが育てられる地域になるよう、見守りや支え合い活
動など、地域福祉活動に積極的に取り組みます。
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伊賀市の人口　　  ▶
65歳以上の高齢者 ▶
　高齢化率　　　  ▶
75歳以上の高齢者   ▶
　後期高齢化率　    ▶
介護保険認定者数    ▶

※伊賀市の人口、65 歳以上の高齢者及び高齢化率、※伊賀市の人口、65 歳以上の高齢者及び高齢化率、
75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には、外国人75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には、外国人
住民を含めています。住民を含めています。

※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を、後期※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を、後期
高齢化率と表記しています。高齢化率と表記しています。

※介護保険認定者数は要支援・要介護認※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。定者数です。


